






























































Ⅳ－2 自閉症児における sAA活性値を用いた交感神経系の活動評価の妥当性に関する検討 
1．目的 






学習前に比べて，学習後の sAA 活性値，HR 値の有意な上昇，さらに，HR 変化量と，








Ⅳ－3 自閉症児の学習場面における sAA活性値を用いた交感神経活動の評価に関する検討 
1．目的 























































小児がん患児 5名を対象とし，朝の始業前（朝 phase），昼休み（昼 phase），放課後（夕
phase）の各 1点で，sAA活性値の測定，唾液採取を行った．さらに，唾液採取日には，保
護者が対象児の気分を POMS 短縮版によって評価した．各マーカーの日内変動を分析し，
健康な児童のデータとの比較や，主観的評価との関連も分析した． 
3．結果 
 sCORT濃度には日内変動が認められたが，sAA活性値には明確な日内変動は確認されな
かった．また，どちらのマーカーも POMS総得点との関連は認められなかった． 
4．考察 
 本研究のデータは集中的なステロイド剤投与が行われていない場合に得られたものであ
り，そのような場合には小児がん患児においても sCORT濃度を用いた慢性ストレス評価が
妥当である可能性が明らかになった．また，同様のスケジュールで測定した先行研究の健
康児のデータとの比較から，小児がん患児の sCORT濃度は健康児に比べて高く，慢性スト
レスが高いことが推測された． 
一方で，sAA活性値には日内変動が認められず，日中の sAA活性値は先行研究の健康児
のデータに比べて低いことが示された．慢性ストレスの高い喘息児ほど日中の sAA 分泌量
が少ないとの報告もあり，本研究の対象児の sAA 活性値の低さも慢性ストレスの高さを反
映していることが推測された． 
 
第Ⅶ章 総合考察 
 本研究では，障害種を対象とする特別支援学校の児童・生徒について，教育場面におけ
る唾液バイオマーカーの特性を明らかにした．その結果，それぞれの対象児において，今
後の教育場面での利用の可能性が推測された． 
本研究では，唾液バイオマーカーを用いた評価の観点が障害種ごとに異なり，同一のバ
イオマーカーであっても，対象によって異なる側面を評価できるという点で，唾液バイオ
マーカーの汎用性，生態学的妥当性の高さが示された．その一方で，生体情報の妥当な解
釈を模索するために，教育場面に介在する多くの要因のより詳細な記述と，縦断的に実践
研究を蓄積することが課題として挙げられる．  
